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大
学
の
誘
致
は

可
能
性
が
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　

現
在
、
大
学
は

少
子
化
に
よ
る
募
集
停
止
や

利
便
性
の
良
い
場
所
へ
の
移

転
を
進
め
て
お
り
、
現
実
的

に
は
難
し
い
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　

確
か
に
大
学
全

体
は
難
し
い
面
が
あ
る
と
思

う
が
、
例
え
ば
農
・
畜
産
学

部
と
か
、
水
産
学
部
な
ど
の

誘
致
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

難
し
い
部
分
も

あ
る
と
思
う
が
、
小
学
校
統

合
後
の
廃
校
舎
の
活
用
を
考

え
る
と
、
色
々
な
専
門
学
校

な
ど
も
大
い
に
考
え
て
良
い

と
思
う
。

　
　
　
　
　

保
育
所
か
ら
高

校
ま
で
の
一
貫
し
た
教
育
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　

児
童
・
生
徒
の

諸
問
題
に
つ
い
て
情
報
交
換

を
し
、
連
携
、
交
流
を
推
進

す
る
幼
保
・
小
中
連
絡
協
議

会
や
懇
談
会
が
設
け
ら
れ
て

い
る
地
区
も
あ
り
、
職
員
も

参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
市

内
二
つ
の
高
校
と
は
、
校
長

レ
ベ
ル
や
、
担
当
者
レ
ベ
ル

で
も
交
流
を
図
り
、
本
市
と

し
て
育
て
た
い
子
供
像
を
共

有
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

恒
常
的
な
業
務

に
就
い
て
い
る
、
臨
時
非
常

勤
職
員
の
割
合
は
ど
の
程
度

か
。

　
　
　
　
　

臨
時
非
常
勤
職

員
は
期
限
付
き
で
あ
り
、
恒

常
的
に
業
務
に
就
い
て
い
る

職
員
は
い
な
い
。

　
　
　
　
　

期
限
付
き
で
あ

っ
て
も
業
務
は
恒
常
的
だ
と

思
う
が
。

　
　
　
　
　

仕
事
の
内
容
と

い
う
部
分
だ
け
で
言
え
ば
、

そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　

恒
常
的
な
業
務

を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
正
規
職
員
同
様
に
大
切

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
担
っ
て

い
る
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　

大
切
な
仕
事
を

し
て
頂
い
て
い
る
と
い
う
認

識
で
い
る
。

　
　
　
　
　

２
年
前
の
総
務

省
通
知
で
は
、
正
規
職
員
と

の
格
差
を
少
な
く
し
、
通
勤

費
や
時
間
外
手
当
相
当
分
は

費
用
弁
償
で
支
給
で
き
る
と

な
っ
て
い
る
が
。

　
　
　
　
　

合
併
当
初
、
費

用
弁
償
的
な
も
の
の
議
論
も

あ
っ
た
が
、
一
律
で
と
な
っ

た
。
た
だ
、
総
務
省
か
ら
そ

う
い
う
通
知
が
出
て
い
る
の

で
、
検
討
は
当
然
す
べ
き
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

市長／現在、出生率は
2.16人と、半島三市で
は一番、県内でもトップ
クラスとなった
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合
併
に
よ
る
優

遇
措
置
も
28
年
度
か
ら
縮
減

が
始
ま
り
、
33
年
度
か
ら
は

一
本
算
定
と
な
り
、
普
通
交

付
税
も
縮
減
さ
れ
厳
し
く
な

る
が
、
今
後
の
財
政
の
見
通

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　

厳
し
い
財
政
状

況
が
続
く
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　

今
後
の
人
口
減

少
、
高
齢
化
社
会
を
見
据
え

て
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を

し
て
い
く
事
が
必
要
だ
と
考

え
る
が
。

　
　
　
　
　

市
民
に
と
っ
て

真
に
必
要
な
事
業
を
推
進
し

て
い
く
事
が
重
要
だ
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　
　
　

前
例
踏
襲
的
な

予
算
要
求
だ
け
で
な
く
、
事

業
部
局
の
自
主
性
・
主
体
性

を
高
め
、
財
政
状
況
へ
の
認

識
や
コ
ス
ト
意
識
を
持
っ
た

新
た
な
事
業
も
予
算
に
反
映

さ
せ
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　

全
て
の
事
業
に

優
先
順
位
を
つ
け
て
要
求
す

る
よ
う
指
示
し
た
。

　
　
　
　
　

非
構
造
部
材
の

耐
震
化
工
事
で
３
校
分
が
採

択
さ
れ
、
堂
崎
小
学
校
体
育

館
の
大
規
模
改
修
、
有
家
中

学
校
校
舎
と
体
育
館
の
防
災

機
能
強
化
事
業
に
つ
い
て
は
、

前
倒
し
で
要
望
し
た
。

　
　
　
　
　

各
学
校
の
洋
式

ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
要
望
し

た
の
か
。

　
　
　
　
　

今
回
は
申
請
し

て
い
な
い
が
、
今
日
の
生
活

様
式
に
鑑
み
、
積
極
的
に
進

め
て
ま
い
り
た
い
。

　
　
　
　
　

農
業
の
担
い
手

育
成
と
確
保
対
策
の
取
り
組

み
状
況
は
。

　
　
　
　
　

農
業
後
継
者
組

織
支
援
事
業
な
ど
担
い
手
の

育
成
・
確
保
に
努
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　

農
業
機
械
の
レ

ン
タ
ル
事
業
等
も
考
え
る
べ

き
だ
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　

十
分
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　

給
食
セ
ン
タ
ー

供
用
開
始
ま
で
の
流
れ
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

　
　
　
　
　

平
成
29
年
度
に

基
本
設
計
、
実
施
計
画
、
一

部
校
舎
の
解
体
。
平
成
30
年

度
、
31
年
度
に
建
設
を
行
い
、

平
成
32
年
度
の
供
用
開
始
を

考
え
て
い
る
。
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に
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い
て


